
社
団

法
人

 
日

本
産

業
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
協

会
 

北
海

道
支

部
の

活
動

に
つ

い
て

 

  【
社
団
法
人
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
北
海
道
支
部
の
概
要
】

 
●
 
所
在

地
：
北
海
道
札
幌
市
 
 
●
 
代
表
者
：
永
井
 
義
信

 
●
 
規
模

：
事
務
局
３
名
 
支
部
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 
５
５
名
 
支
部
認
定
講
師
 
１
６
名
 
会
員
数

５
５
６
名

 
●
 
活
動
目
的
：
 
◦
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
及
び
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
有
資
格
者
が
継
続
的
に
研
鑽
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

 
支
部
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
支
部
認
定
講
師
と
し
て
、
地
域
・
職
域
に
お
い
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
相
談
業
務
）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、

 
支
援
等
の
実
施
に
よ
り
北
海
道
地
域
自
殺
対
策
の
啓
蒙
、
推
進
活
動
の
一
端
を
担
う
。

 
●
 
活
動
内
容
：
 
◦
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
公
開
講
座
」
の
開
催
（
北
海
道
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
事
業
）

 
札
幌
市
を
中
心
に
５
地
区
７
回
の
講
演
会
を
開
催
「
自
殺
予
防
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
の
皆
様
を
中
心
に
８
２
０
名
の
方
々
に
面
接
技
術
向
上
の
お
手
伝
い
実
施
。 

◦
「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」
（
９
月
１

０
日
）
に
合
わ
せ
て
「
働
く
人
の
電
話
相
談
室
」
を
開
催
。

 
◦
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
講
師
派
遣
業
務
｣
「
仕
事
の
悩
み
相
談
業
務
」
（
札
幌
市
よ
り
受
託
）

 
中
小
企
業
を
中
心
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
師
派
遣
。

 
毎
週
月
、
火
、
木
１
２
時
４
５
分
～
１
７
時
１
５
分
ま
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
。

 
 
 
◦国

の
出
先
機
関
・
行
政
官
庁
・
民
間
企
業
へ
講
師
派
遣
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
。

 
  

【
自
殺
総
合
対
策
大
綱
に
む
け
て
の
意
見
】

 
●
 
無
料
電
話
相
談
等

(例
 
世
界
自
殺

予
防
デ
ー
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
、「

働
く
人
の
電
話
相
談
室
」

)の
実
施
に
際
し
て
よ
り
実
効
を
上
げ
る
為
、
必
要
と
さ
れ
て

い
る
方
々
へ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
（
特
に
新
聞
）
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
、
期
間
と
電
話
番
号
の
掲
載
を
依
頼
出
来
な
い
か
。

 
●
 
同
種
支
援
を
行
っ
て
い
る
民
間
団
体
と
連
携
・
情
報
共
有
を
よ
り
積
極
的
に
行
う
為
行
政
に
今
以
上
の
ご
支
援
を
お
願
い
出
来
な
い
か
。
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NPO 法人ほほえみの会の活動について 

【NPO 法人ほほえみの会の概要】 

●所在地：青森県五所川原市太刀打字早蕨 115-8 ●代表者：藤林百合子  ●規模：事務

局３名、精神保健福祉ボランティア１５名、正会員３４名、賛助会員３０名 

●活動目的・内容 １、精神保健福祉ボランティア活動として、福祉施設でボランティア。２、

指定自立訓練（生活訓練）ほほえみハウスの運営を通して、障害者の地域生活支援・社会復

帰に寄与。３、自殺予防活動として 講座、講演会、傾聴サロンを通して、地域の福祉力の

向上を目指し、ひいては自殺予防につとめる。 

●活動内容（上記３．の自殺対策について） 

・悩みを抱えている人への傾聴サロン 

毎月第２、第４月曜日 １３：００～１６：００ 五所川原市中央公民館で、平成２１年

９月より継続中。 

・勉強の機会の提供 

傾聴ボランティア講座、精神保健福祉ボランティア講座、個性心理学セミナー等 

Ｈ２１当会実施勉強会をモデルに野辺地町他 

・啓発活動 講演会等 

・ゲートキーパーとなりうる、社会事業をしている方への傾聴支援 

・被災地支援 

全国の自殺対策民間団体とともに、岩手県内被災地において、こころの支援を継続的に実

施。 

●子どもの義務教育中に傾聴を学ばせる。コミュニケーション技法・関わり方等、相手を

認め、自分を伝え、協働することのできる子供を育てるための時間を制度化する。将来的

に生きる力の復元が出来る人を育てるために。 

●人口５～１０万人の市の自殺対策のモデル化を各県に作り、そこを中心に組織作り。取

り組み方がわかり、連携も期待できる。 

●自殺対策緊急基金の継続。自殺対策について、課題や対策等を民間団体に提案させ、採

択された内容で地域活動が出来るよう、市町村を経由しないで、民間団体への基金の交付

は県が窓口となる。 
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特
定

非
営

利
活

動
法

人
い

わ
て

生
活

者
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

活
動

に
つ

い
て

【
い

わ
て

生
活

者
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

概
要
】
（

活
動

地
域

：
岩

手
県

）
 

●
 

所
在

地
：

岩
手

県
盛

岡
市

 
●

代
表

者
：

理
事

長
阿

部
和

平
 

●
規

模
：

事
務

局
1

1
名

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
2

名
、

会
員

5
0

名
、

団
体

会
員

３
団

体
、

賛
助

会
員

3
名

 

●
 

活
動

目
的

：
多

重
債

務
な

ど
の

お
金

の
ト

ラ
ブ

ル
の

解
決

支
援

・
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
貸

付
機

関
で

あ
る

消
費

者
信

用
生

活
協

同
組

合
が

設
立

母
体

と
な

っ
た

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
。

全
て

の
県

民
の

経
済

状
況

や
社

会
状

況
を

反
映

し
た

あ
ら

ゆ
る

悩
み

と
向

き
合

い
、

相
談

を
受

け
、

そ
の

解
決

と
生

活
再

建
に

向
け

支
援

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

●
 

活
動

内
容

：
 

・
 

多
重

債
務

に
関

連
す

る
問

題
（

Ｄ
Ｖ

，
依

存
症

対
策

）
等

の
解

決
支

援
。

 

・
 

生
活

困
窮

、
社

会
的

排
除

等
の

問
題

の
顕

在
化

に
対

応
し

、
盛

岡
市

、
岩

手
県

と
協

働
し

た
新

し
い

相
談

ス
タ

イ
ル

確
立

の
た

め
の

モ
デ

ル
事

業
（

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
と

寄
り

添
い

・
同

行
支

援
型

の
相

談
）

の
推

進
、

当
該

問
題

に
つ

い
て

の
地

元
大

学
と

の
共

同
研

究
。

 

・
 

県
か

ら
の

委
託

を
受

け
た

パ
ー

ソ
ナ

ル
サ

ポ
ー

ト
モ

デ
ル

事
業

の
展

開
。

 

・
 

経
済

的
事

由
で

の
自

殺
防

止
を

目
指

し
た

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
ツ

ー
ル

の
開

発
、

窓
口

相
談

員
向

け
の

自
殺

対
策

読
本

の
作

成
（

基
金

事
業

）
、

啓
発

事
業

等
の

展
開

に

よ
る

窓
口

相
談

員
の

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
化

事
業

（
基

金
事

業
）
、

行
政

の
自

殺
対

策
委

員
会

（
現

在
9

委
員

会
に

所
属

）
で

の
政

策
提

言
。

 

【
自

殺
総

合
対

策
大

綱
改

定
に

向
け

て
の

意
見

】
 

●
 

自
殺

者
3

万
人

社
会

と
い

わ
れ

る
が

、
変

死
体

（
平

成
2

3
年

1
7

万
体

）
、

孤
独

死
（
「

緩
慢

な
る

自
殺

」
と

の
異

称
も

あ
る

）
等

の
実

態
解

明
が

な
さ

れ
れ

ば
、

自
殺

者
は

3
万

人
に

と
ど

ま
ら

な
い

こ
と

が
懸

念
さ

れ
る

。
ま

ず
、

国
と

し
て

、
こ

の
実

態
を

可
能

な
限

り
明

確
に

把
握

す
べ

き
で

あ
る

。
そ

し
て

、
そ

の
事

実
を

国
民

に
発

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
自

殺
対

策
を

国
民

運
動

と
し

て
位

置
づ

け
る

素
地

づ
く

り
を

し
、
国

民
運

動
を

各
種

対
策

構
築

の
た

め
の

明
確

な
基

盤
と

位
置

づ
け

る
べ

き
で

あ
る

。 

●
 

自
殺

対
策

を
国

民
運

動
と

し
て

醸
成

す
る

観
点

か
ら

、
自

殺
対

策
を

、
医

療
保

健
ア

プ
ロ

ー
チ

を
中

心
に

す
え

る
取

り
組

み
か

ら
、

社
会

的
包

摂
施

策
（

も
し

く
は

地
域

づ

く
り

）
の

一
環

と
位

置
づ

け
、

取
り

組
み

の
各

項
目

に
つ

い
て

、
１

次
、

２
次

、
３

次
対

策
の

視
点

か
ら

整
理

し
、

施
策

と
し

て
の

精
緻

化
を

図
る

べ
き

で
あ

る
。

 

●
 

当
面

の
重

点
施

策
と

し
て

、
東

日
本

大
震

災
被

災
者

の
自

殺
の

可
及

的
低

減
の

た
め

、
自

殺
の

ハ
イ

リ
ス

ク
者

で
あ

る
依

存
症

者
対

策
を

盛
り

込
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

被

災
地

に
お

い
て

は
、

ア
ル

コ
ー

ル
、

ギ
ャ

ン
ブ

ル
等

に
の

め
り

こ
ん

で
い

る
人

が
増

加
し

て
い

る
実

態
が

あ
り

、
こ

れ
ま

で
の

自
殺

対
策

の
施

策
の

中
で

、
依

存
症

の
問

題

が
明

確
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
こ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
同

問
題

の
実

態
解

明
か

ら
、

対
処

方
策

の
確

立
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
い

た
だ

き
た

い
。
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仙
台
傾
聴
の
会
 

活
動
に
つ
い
て
 

所
在

地
 

宮
城

県
仙

台
市

太
白

区
四

郎
丸

神
明

４
５

 
T
E
L・

 
F
A
X
 
 
0
2
2
-
3
4
3
-
9
7
0
5

代
表

者
 

森
山

 
英

子
 

正
会

員
１

５
４

人
 
準

会
員

5
6
人

 
賛
助

会
員

3
5
人
 

●
理

念
 
 

地
域

住
民

の
方

々
に

寄
り

添
い

、
悩

み
や

不
安

に
耳

を
傾

け
、
皆

さ
ん

が
心

の
安

ら
ぎ

を
得

て
安

心
し

た

生
活

が
送

れ
る

よ
う

に
自

己
研

鑚
を

重
ね

、
地

域
社

会
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
活

動
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま

す
。

 

●
活

動
内

容
 

傾
聴

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
（

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
と

な
り

得
る

）
、

傾
聴

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
派

遣
（

独

居
宅

、
高

齢
者

施
設

）
。

 
公

開
講

座
開

催
（

自
殺

予
防

）
年

２
～

３
回

。
 

傾
聴

の
普

及
、

啓
発

。
 

悩
み

を
聴

く
場

と
し

て
、

傾
聴

サ
ロ

ン
の

開
催

（
毎

月
第

1
土

曜
日

、
第

3
木

曜
日

）
。

 
 
東
日

本
大

震
災

の
被

災
者

支
援

と
し

て
、
仮

設
住

宅
集

会
所
（

月
1
0
回

開
催

）
、
み

な
し

仮
設

者
対

応
の

お
茶

会
（

月
2
0
回

開
催

）
を

開
催

し
て

、

傾
聴

活
動

を
実

施
。

電
話

相
談

を
毎

週
火

、
木

、
土

曜
日

の
９

時
～

５
時

ま
で

実
施

。
 

■
自

殺
総

合
対

策
大

綱
改

定
に

向
け

て
の

意
見

 

 
▲

自
殺

予
防

の
た

め
に

は
、
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

と
な

り
得

る
人

材
の

育
成

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。
そ

の
為

に
は

ま

ず
、
傾

聴
の

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
人

を
増

や
す

必
要

が
あ

る
と

思
わ

れ
ま

す
。
傾

聴
の

心
得

が
あ

る
人

が
増

え
る

こ

と
で

、
身

近
な

ひ
と

の
話

を
聴

く
人

を
増

や
す

こ
と

に
な

り
、

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
と

な
り

得
る

人
の

増
加

に
繋

が
る

。

行
政

が
関

わ
っ

て
育

成
に

力
を

入
れ

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

る
が

、
ま

だ
ま

だ
行

っ
て

い
な

い
所

も
あ

る
。
是

非
行

政
の

力
が

必
要

と
思

わ
れ

ま
す

。
 

▲
う

つ
の

方
々

の
話

を
「

傾
聴

サ
ロ

ン
」
で

良
く

聞
い

て
い

ま
す

が
、
精

神
科

に
か

か
っ

て
い

て
も

投
薬

の
み

で
話

を
聴

い
て

は
く

れ
な

い
、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

は
さ

ら
に

別
料

金
が

か
か

り
、
受

け
る

事
が

出
来

な
い

と
言

う
方

が
多

い

現
状

が
あ

る
。
こ

れ
は

、
日

本
の

精
神

科
医

療
制

度
を

改
正

し
な

け
れ

ば
、
多

く
の

鬱
の

患
者

が
救

わ
れ

な
い

と
思

い

ま
す

。
 

当
会

は
、
悩

み
を

聴
く

場
と

し
て

、「
傾

聴
サ

ロ
ン

」（
無

料
）
を

設
営

し
て

い
る

が
、
若

い
方

々
が

悩
み

を

抱
え

て
相

談
に

く
る

ケ
ー

ス
が

多
い

。
こ

の
よ

う
な

場
所

を
各

地
域

に
設

置
す

る
こ

と
が

出
来

た
な

ら
ば

、
相

談
に

来

る
人

も
増

え
、

こ
こ

が
若

い
方

々
の

自
殺

予
防

の
場

に
な

れ
ば

と
考

え
て

い
ま

す
。
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NPO 法人蜘蛛の糸の活動について 
「NPO 法人蜘蛛の糸の概要」 
○ 所在地 秋田市大町 3 丁目 2－44 協働大町ビル 代表 佐藤久男  

規模 事務局 4 名 面談相談ボランティア 15 名 賛助会員 174 名 
○ 活動目的・内容  
自殺率全国一の秋田県において 2002 年から「中小企業経営者とその家族」の自殺対策に取

り組んでいる。10 年間での相談件数は 800 社（者）、面談者数 2,000 人、面談回数は 3,000
回を超えた。活動時点（2002 年）の県内自営業者の自殺者数は 89 名であった。2011 年の

自営業者の自殺者数は 43 名であった。9 年間で 53％減少である。この間、2006 年に自殺

予防民間団体「秋田・こころのネットワーク」（29 団体）を立ち上げ、2010 年には県知事、

秋田大学医学部長を顧問とする自殺予防「秋田ふきのとう県民運動実行委員会」（125 団体

及び個人）を立ち上げた。 
○ 活動内容 
・ 秋田市に拠点をおいて「常設」「面談」「無料」相談を行っている。相談時間は 10 時～

16 時まである。常設の相談員１名と自殺予防ボランテアの民間団体で行っている。 
・ 県内自殺予防民間団体と共に「いのちの総合相談会」を年間 5 回開催している。相談会

は弁護士、司法書士、臨床心理士、産業カウンセラー等の専門家と連携して行っている。

秋田県の自殺者数は 2003 年の 519 名（厚労省発表）をピークに減少傾向に転じ、昨年

の県内自殺数は 343 名（警察庁発表）であった。7 年間で約三分の一減少した。県内自

殺者数の減少理由は、民間主導の「いのちの総合相談会」の成果であると言われている。 
・ 2011 年 4 月より岩手、宮城、福島県から秋田県に避難している避難者支援と被災地岩

手県釜石市、大槌町で「中小企業経営者のその家族」のこころの支援と企業支援を行っ

ている。昨年 4 月から毎月被災地岩手県に入り月３～5 日相談活動を行っている。 
「自殺総合対策大綱改定に向けての意見」 
○ 自殺者数削減目標を「自殺率」でなく「自殺者数」で設定してほしい。「自殺率」の削

減目標では、原因別、年齢別、職業別の人数の把握が難しい。従って対策の焦点を定め

にくい。民間団体や市町村の単位では自殺者数の削減目標をかかげるべきである。 
○ 全国のブロック毎に自殺者数「４０％」削減を目標とする先駆的モデル県を設定する。 
 全国のブロックによって自殺の死亡原因が違っている。全国的に総花的な対策を打つよ

りは地域の特性に応じた対策を打つべきである。 
○ 中核都市、県都、中核市に自殺対策の先駆的モデルを設定する。 
 全国の中核都市、県都、中核市の自殺対策は殆ど進んでいない。中核市や県都は自殺率

が低く、自殺対策に対する認識が薄いからである。自殺者数の削減目標を掲げる中核市、

県都等にモデルを作り、「４０％」削減に成功モデルを全国的にトランスファーする。 
○秋田県の自殺者数減少に大きく貢献した「「いのちの総合相談会」を東日本大震の災害被

災地で行う。ボランテア組織を構築する。震災から１年経過し、仮設住宅の自殺、雇用

喪失による若者の自殺が増加している。被災地で民間団体が連携、「被災地住民のいのち

を守る」組織を作り上げる。 
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